
市長
コラム㊲

市立病院通信 -㉗-
お元気ですか

このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、「普段の生活での予防
法」など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

　

続
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
放
射
性

物
質
の
拡
散
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
県
と
共

同
で
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
よ

う
指
示
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
、

県
の
災
害
対
策
本
部
長
で
あ
る
知
事
か
ら
、

「
国
か
ら
屋
内
退
避
の
指
示
が
あ
り
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ

圏
内
の
住
民
は
屋
内
退
避
を
求
め
る
」
と
の

連
絡
が
入
り
、
私
は
「
警
察
・
消
防
等
と
協

議
し
、対
象
地
域
住
民
に
指
示
し
ま
す
。ま
た
、

今
後
避
難
行
動
へ
の
移
行
を
視
野
に
、
避
難

場
所
や
避
難
経
路
・
輸
送
手
段
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
」
と
応
じ
ま
し
た
。
屋
内
退
避
は
、

防
災
行
政
無
線
・
広
報
車
両
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を

利
用
し
て
周
知
す
る
こ
と
や
、
屋
内
退
避
中

は
外
気
を
遮
断
、
屋
内
中
央
部
に
い
る
こ
と

な
ど
を
徹
底
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
災
害

対
策
本
部
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。
啓
発
の

徹
底
等
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
貴
重
な
原
子
力
防
災
訓
練
を
通
じ
て
、

改
め
て
様
々
な
状
況
や
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
非
常
時
に
備
え
万
全
を
期
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
何
よ
り
も

原
子
力
発
電
所

の
事
故
は
絶
対

起
き
て
は
な
ら

ず
、「
安
全
確
保
」

を
強
く
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

去
る
６
月
16
日（
日
）に
、
原
子
力
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
福
井
県
で
行
な
わ
れ
た
原

子
力
防
災
総
合
訓
練
と
連
携
し
、
滋
賀
県
・

高
島
市
と
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
原

子
力
防
災
訓
練
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

訓
練
想
定
と
し
て
は
、
若
狭
湾
沖
で
地
震

が
発
生
し
、
関
西
電
力（
株
）美
浜
発
電
所
３

号
機
で
、
原
子
炉
の
自
動
停
止
と
な
る
ト
ラ

ブ
ル
発
生
。
市
で
は
警
戒
配
備
体
制
を
と
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
非
常
用
発
電
機
の
故
障

で
停
電
が
５
分
以
上
続
い
た
た
め
、
原
子
力

災
害
特
別
措
置
法
第
10
条
に
よ
り
関
西
電
力

（
株
）か
ら
、
特
定
事
象
発
生
（
今
後
、
最
悪

の
場
合
に
は
冷
却
水
喪
失
に
よ
り
原
子
炉
の

炉
心
溶
融
と
い
う
重
大
事
故
に
結
び
つ
く
可

能
性
が
あ
る
事
態
の
こ
と
）
の
通
報
が
入
り

ま
し
た
。

　

私
は
直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

本
部
員
を
招
集
す
る
と
と
も
に
、
本
部
長
と

な
り
原
子
力
災
害
対
策
本
部
員
会
議
を
開
催

し
、
現
地
や
関
西
電
力（
株
）か
ら
の
情
報
の

収
集
・
整
理
な
ど
の
対
応
を
指
示
し
ま
し
た
。

※至誠通天 
　 誠を尽くせば天が
　 味方してくれること

▲市災害対策本部本部員会議の様子

「
原
子
力
防
災
訓
練
」
の
実
施

問
市
立
長
浜
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
８–

２
３
５
４〈
直
通
〉）

市立長浜病院 がん看護専門看護師
山岸　美紀 さん

遺
伝
性
乳
が
ん・卵
巣
が
ん
の

相
談
窓
口
に
つ
い
て

　
遺
伝
性
乳
が
ん・卵
巣
が
ん
と

は
、遺
伝
的
な
体
質
に
よ
り
発
症

し
た
と
考
え
ら
れ
る
、乳
が
ん・

卵
巣
が
ん
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

最
近
で
は
、米
国
女
優
の
ア
ン

ジ
ェ
リ
ー
ナ・ジ
ョ
リ
ー
さ
ん
が

こ
の
が
ん
で
手
術
を
受
け
た
こ

と
を
告
白
さ
れ
、大
き
な
話
題
を

呼
び
ま
し
た
。
こ
の
が
ん
は
乳

が
ん
全
体
の
約
５
～
10
％
を
占

め
、Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
１
・
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
２

と
い
う
遺
伝
子
の
病
的
な
変
異

（
変
化
）が
関
係
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
伝
子
は
通
常
、細

胞
の
異
常
な
発
生
を
抑
え
て
い

ま
す
が
、生
ま
れ
つ
き
病
的
な
変

異
が
あ
る
と
、乳
が
ん
や
卵
巣
が

ん
に
な
る
可
能
性
を
高
め
ま
す
。

人
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

一
般
女
性
の
場
合
、70
歳
ま
で
に

乳
が
ん
に
な
る
確
率
は
約
７
％

程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、遺
伝
性

の
場
合
、56
～
87
％
に
な
る
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ

の
他
の
特
徴
と
し
て
、発
症
年
齢

が
比
較
的
若
い
こ
と
や
、乳
が
ん

だ
け
で
は
な
く
卵
巣
が
ん
に
な

る
リ
ス
ク
も
高
い
こ
と
な
ど
も

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、変
異

が
次
の
世
代
へ
受
け
継
が
れ
な

い
場
合
に
は
、乳
が
ん・
卵
巣
が

ん
に
な
る
確
率
は
一
般
女
性
と

ほ
ぼ
同
程
度
ま
で
下
が
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、ま
ず
は
ご
自
身
あ

る
い
は
ご
家
族
に
そ
の
可
能
性

が
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
可
能
性
が

高
い
と
確
定
し
た
場
合
に
は
、医

師
と
相
談
の
上
、今
後
の
早
期
発

見・
予
防
の
方
法（
検
診
の
頻
度

な
ど
）を
決
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
立
長
浜
病
院
で
は
２
年
前
、

県
下
で
初
め
て
遺
伝
性
乳
が
ん・

卵
巣
が
ん
に
対
す
る
遺
伝
子
検

査
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
体

制
を
整
え
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
み
も
可
能
で
す
。
ま
ず
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
information

診
療
支
援
棟
整
備
に
と
も
な
い
駐
車
場
工
事
が

始
ま
り
ま
す

問
市
立
長
浜
病
院
診
療
支
援
棟
建
設
準
備
室

（
☎
６
８–

２
３
０
０
㈹
）

　

市
立
長
浜
病
院
で
は
、平
成
27
年

度
に
診
療
支
援
棟
の
開
設
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

診
療
支
援
棟
で
は
、脳
や
心
臓
の

血
管
障
害
に
対
す
る
高
度
医
療
の
提

供
や
が
ん
診
療
機
能
の
強
化
、各
種

検
査
機
能
の
集
約
や
集
中
治
療
の
改

善
が
見
込
め
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
と
健
康
を
守

る
湖
北
の
基
幹
病
院
と
し
て
、病
院

全
体
の
機
能
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
７
月
か
ら
、診
療
支
援
棟
の
整
備
に
向
け
、ま

ず
駐
車
場
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
も
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
従
来
ど
お

り
確
保
し
て
い
ま
す
が
、順
次
工
事
を
行
う
た

め
、駐
車
場
が
変
わ
り
ま
す
。

　
ご
理
解・ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、工
事
期
間
中
も
従
来
ど
お
り
診
療
を

行
い
ま
す
。

【
駐
車
場
利
用
制
限
期
間（
予
定
）】

 

病
院
東
側
駐
車
場
…
９
月
～
10
月（
北
側
一
部
）

 

病
院
北
側
駐
車
場
…
10
月
～
使
用
不
可

行
政
information

行
政
information

Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク
の
健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

７
月
は「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

月
間
で
す

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５–

６
５
１
２
）

問
健
康
推
進
課（
☎
６
５–

７
７
７
９
）

【
対
象
者
】

①
か
ら
③
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

①
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
40
歳
以
上
か

つ
受
診
日
時
点
で
75
歳
未
満
の
長
浜
市

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

②
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
世
帯

の
人

③
市
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意

す
る
人

※�

今
年
度
の
０
次
健
診
受
診
対
象
者
は
、Ｊ
Ａ

ド
ッ
ク
の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
対
象
受
診
機
関
】

　
レ
ー
ク
伊
吹
農
協
、北
び
わ
こ
農
協

【
助
成
内
容
】

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
健
診
、メ
ン
ズ

ド
ッ
ク
健
診
、Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク
健
診
、ミ
ニ

ド
ッ
ク
健
診
、同
時
に
実
施
さ
れ
る
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査

湖
北
献
血
ル
ー
ム（
列
見
町
）

【
開
設
日
】
火・金・土
曜
日

【
献
血
の
種
類
と
受
付
時
間
】

　
　
全
血　
10
時
～
12
時
／
13
時
～
17
時

　
　
成
分　
10
時
～
11
時
／
13
時
～
16
時

　

献
血
者
が
少
な
く
な
る
夏
季
も
、輸
血
用
血
液
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、

献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
助
成
額
】

　
受
診
費
用
の
１
／
２（
１
０
０
円
未
満

切
捨
て
）上
限
２
万
円

【
申
請
方
法
】

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持

ち
に
な
り
、左
記
の
窓
口
ま
で

※
申
請
書
に
は
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
。

【
締
切
り
】

レ
ー
ク
伊
吹
農
協
ド
ッ
ク
健
診 

９
月
20
日（
金
）

北
び
わ
こ
農
協
ド
ッ
ク
健
診 

11
月
20
日（
水
）

※�

予
算
の
都
合
上
、締
切
日
よ
り
早
く
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

医
療
機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
申
請
受

付
は
６
月
で
終
了
し
ま
し
た
。

※�

成
分
献
血
に
ご
協
力
の
際
は
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
予
約
湖
北
献
血
ル
ー
ム

　
　

０
１
２
０
‐
８
９
０
‐
６
８
９

　
申
請
窓
口
　

保
険
医
療
課〈
本
館
１
階
〉

北
部
振
興
局
お
よ
び
各
支
所�

福
祉
生
活
課
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